
 

 

第 6号 令和 3年 1月 12日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 数年に一度といわれる寒波が襲来するなど、荒天が続く中、 

３学期がスタートしました。正味２か月半しかない３学期で 

実行できることは限られています。１・２年生は、模擬試験 

や学年末考査などを目標の１つに掲げ、メリハリのある行動 

を心掛けてください。３年生は、就職、進学に向けて新たな 

ステージへ進む準備をしましょう。一方で、これから受験を 

控えている皆さんは、健康管理もさることながら、メンタル 

面の管理を徹底しましょう。不安感や焦燥感に駆られた状態 

では、脳を効率よく動かすことができず、普段の実力の半分も出せないといわれています。 

受験に向けた計画を丁寧に立てることで、心にゆとりを持たせ、着実に自信を積んでいく 

ことを考えましょう。今後のスケジュールをイメージできるだけでも私たちは不安を解消 

することができますから、より目に見える形で具体化することから始めてみてください。 

 

     

 

 

本校全日制課程の生徒は 27 名が受験する予定です。 

1 月 16 日（土）  1 月 17 日（日） 

 2 科目受験  理科① 9:30～10:30 

地理歴史 9:30～11:40  ※基礎科目  

公  民 1 科目受験  数学① 11:20～12:30 

 10:40～11:40  数学② 13:50～14:50 

国  語 13:00～14:20   2 科目受験 

 リーディング  理科② 15:40～17:50 

英  語 
15:10～16:30  ※専門科目 1 科目受験 

リスニング   16:50～17:50 

 17:10～18:10    

 

  日程は事前に把握し、余裕をもって 

 行動できるように心掛けましょう!! 



 

 

 

  令和 2 年度 3学年  ※昨年度実績  

 国公立大学 18 名 6.3％  19 名  

 私立大学 32 名 25.0％  39 名  

 国公私立短期大学 17 名 13.3％  19 名  

 専修・各種学校 53 名 41.4％  71 名  

 職能施設・専攻科 12 名 1.6％  17 名  

 就職進学 10 名 0.0％  15 名  

 未決定者 16 名 12.5％  10 名  

 合計 128 名 100.0％  140 名  

（令和 2年 12 月 31 日付進路指導部調べ） 

 

○県外国立大学への合格者が出た今年度は、国公立大学合格が昨年並の情勢 

 今年度の国公立大学合格者数は、12月末現在で 8 名となった。昨年度 12月末現在では

6 名だったため、ほぼ昨年並の合格者数とみて差し支えない。また、弘前大学、青森公立大

学、青森県立保健大学と県内国公立大学 3 校への合格は例年と変わらなかったものの、今

年度は、岩手大学、北海道教育大学と県外国立大学への合格が出た点が特筆できる。今週

末には、「大学入学共通テスト」も控えているので、これから受験を控えている皆さんには、

今まで学習した内容を丁寧に復習し、国公立大学への受験に備えてもらいたい。 

 

○私立大学は昨年並の合格者数だが、県外志望者が多いことが特徴 

一方、私立大学の合格者数は昨年度 39 名に対し、今年度 32 名となり、この点は昨年同

様であった。ただし、県内私立大学への進学が昨年の 30名から 19 名へ減少したことに対

して、県外私立大学への進学が昨年の 9 名から 13 名へ増加した点が特筆できる。今後、

一般選抜試験が控えているため、県外私立大学への進学者数は増加が見込まれる。県外私 

立大学への進学が増加した背景には、本校生徒の学びたい 

分野がこの 4～5 年で拡大したことが推測される。今年度 

の生徒の進学先の学科は、都市マネジメント、社会福祉、 

栄養科学、イベントプロデュース、メディア表現、英文学、 

武道教育、グローバル経営など、多岐にわたっていた点が 

特徴的である。この傾向は、1 学期に実施した第 1回進路 

希望調査でも読み取れ、大学・短大の希望分野では、農学系統以外のすべての分野に希望

者がいた。県内大学だけでは網羅しきれない分野を、県外大学に求めているのではなかろ

うか。 



○短期大学・専門学校は昨年度の傾向と逆転する 

 短期大学合格者数は、昨年度から倍増して 17名となり、専門学校者合格者数は、昨年度

から 25％減の 53 名となった。特に、大学・短大をひとまとめにした区分で見てみると、

今年度も昨年度もともに 57 名となり、今後の一般選抜試験を考えれば、昨年度を上回るこ

とが推測される。この背景として、今年度は、保育系統、調理系統を志望する生徒が昨年

よりも多かった点が指摘でき、これらの生徒が県内私立短期大学を志望したものと分析す

ることができる。 

一方で、専門学校への進学では、医療･看護系統を志望する生徒が例年同様多かった点が

特筆できるが、志望学科の種類については例年と大きく変わっていなかった。ただし、県

内専門学校希望者が昨年の 32 名から 21名へと数を減らしており、この減少した分が短期

大学志望者に移ったものと考えられる。 

 さらに、公共職業能力開発施設への志望者は、昨年の 7 名から 2 名へと減少した。これ

は、前号での進路決定状況（就職編）と合わせて考えてみれば、就職を希望する生徒その

ものが減少したことが背景にあるものと推測される。また、今年度は就職進学を希望する

生徒は 0名であった。 

 

 ※ちなみに、公共職業能力開発施設とは･･･ 

 公共職業能力開発施設とは、職業能力開発促進法に規定されている施設で、国、都道 

府県、市町村が職業訓練を行うために設置する施設のこと。職業能力開発校、職業能力 

開発大学校、職業能力開発短期大学校、職業能力開発促進センター、障害者職業能力開 

発校の 5種類がある。五所川原市飯詰にある青森職業能力開発短期大学校はこの 1 つ 

にあたる。 

  職業能力開発校は、普通職業訓練で長期間及び短期間の訓練課程のものを行うための 

施設で、青森県では、青森県立弘前高等技術専門校、青森県立八戸工科学院などがある。 

 

 

≪ さいごに ≫ 

 令和 2 年 12 月 31 日現在で、就職内定者が 37 名（20.6％）、進学合格者が 112 名

（62.2％）、進路未決定者が 31名（17.2％）という情勢でした。 

 就職では、冬休みながら求人票閲覧、履歴書作成、就職書類送付、就職試験受験など、

進路未決定の生徒は懸命に行動していました。12月最終週に 1名、1月第 2 週で 3 名の

生徒が受験しました。今は、この成果が実ることを祈るばかりです。 

 また、進学では、1 月中旬から本格的に一般選抜試験に向けた動きが活発化します。大学・

短大・専門学校問わず、出願時期、出願書類の作成、受験料納付など細かな動きを担任、

保護者の方々と必ず確認をしましょう。遠方に赴く生徒もいますから、マスク着用や手指

消毒など、新型コロナウイルス感染症の予防にも目を向けるようにしてください。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%B7%E6%A5%AD%E8%83%BD%E5%8A%9B%E9%96%8B%E7%99%BA%E4%BF%83%E9%80%B2%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%B7%E6%A5%AD%E8%A8%93%E7%B7%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%B7%E6%A5%AD%E8%A8%93%E7%B7%B4#普通職業訓練


 

 

第 5号 令和 3年 1月 5日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。生徒の皆さん、保護者の皆様、 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。3 年生にとっては、卒業式 

の 3 月 2 日までもう 2 か月を切り、いよいよ次のステージへと向かう 

時が近づいてきました。1年生・2 年生にとっては、あと 3か月で進級 

することになります。改めて、やり残したことがないのか、今の自分に 

とって必要なことは何なのか、思いを巡らせるようにしましょう。 
 

                 さて、大学・短大の一般選抜試験はいよいよ佳境を 

                迎えます。1 月 16 日・17 日には、これまでの大学 

入試センター試験から内容を新たにした大学入学共通 

テストが始まります。知識を問うだけではなく、資料 

                を分析したり、複数の文章を読み比べたりして、思考 

力や判断力を問う形式が増えます。また、大学や短大、 

                専門学校の一般入試もこの 1 月から 3月にかけて実施 

    される機会が多いです（専門学校の場合、既に昨年から一般入試を実施している 

学校もあります）。これから受験を迎える生徒の皆さんは、試験日や出願期間など、 

細かな点の確認を怠らないようにしてください。1・2 年生の皆さんは、3学期に 

三者面談がありますから、改めて家庭で進路について話し合ってみましょう。 

     

 

 

 1 月 12 日(火) 第 3 学期始業式  

 1 月 14 日(木) 大学入学共通テスト激励会・最終指導  

 1 月 16 日(土) 大学入学共通テスト 1 日目  

  土曜補講(特進 1・2年)  

  進研実力診断テスト(進学 1・2 年)  

 1 月 17 日(日) 大学入学共通テスト 2 日目  

 1 月 18 日(月) 大学入学共通テスト自己採点  

 1 月 22 日(金) 第 3 回実用英語技能検定試験(一次)  

 1 月 23 日(土) ベネッセ進研総合学力テスト(1・2 年)  

 1 月 24 日(日) ベネッセ進研総合学力テスト(2 年)  



 

 

 

  令和 2 年度 3学年  ※昨年度実績  

 県内就職 11 名 22.4％  26 名  

 県外就職 16 名 32.7％  26 名  

 縁故就職 11 名 2.0％  12 名  

 家業従事・家事従事 12 名 4.1％  16 名  

 福祉的就労 11 名 2.0％  13 名  

 公務員 15 名 10.2％  16 名  

 未決定者 13 名 26.5％  10 名  

 合計 48 名 100.0％  69 名  

（令和 2年 12 月 31 日付進路指導部調べ） 

 

○12月末日で内定率は 73.5％であり、高卒就職状況は厳しい面が露わになる 

 青森県労働局ホームページにも掲載されている「新規高等学校卒業予定者職業紹介状況」

によれば、令和 2年 11 月末現在の青森県高卒者の就職希望者数は 2,549 人であり、過去

最少を記録した。その中で、内定者は 2,010 人に留まり、青森県の就職内定率は 78.9％

となった。これは、昨年度同月と比較して 8.0％の減少となり、リーマンショック後の高卒 

就職状況よりは幾分か状況が好転しているものの、この 10 年では 4 番目に低い内定率を

記録した。 

 本校の 12 月末日現在の就職内定率は 73.5％に留まり、県平均から 5.4％の減になって

いる。未決定者は 13 名おり、依然として厳しい状況が継続している。本校では、学年及び

進路指導部で連携をとり、未決定者のうち、4 名が 12 月末から 1 月初めにかけて就職試

験を受ける運びとなっている。また、この他に 2 名の生徒が会社見学に赴くなど、進路決

定に向けて必死に行動していることを申し添えたい。 
 

○地方公務員などの公務員受験は自衛隊のみに留まり、5名が合格を決める 

昨年度は大館市消防官の合格者が 1 名出たが、今年度は、地方公務員の受験希望そのも

のがなかった（公務員受験のための専門学校へ進学する生徒はあり）。一方で、自衛隊には

昨年度と同程度の人数の希望が出ており、1 名が陸上自衛隊一般曹候補生に、3名が陸上自

衛隊自衛官候補生に、1 名が航空自衛隊自衛官候補生に採用予定の運びとなった。夏休みか

ら過去問へ丁寧に取り組んだほか、自衛隊青森地方協力本部五所川原地域事務所広報官に

来校いただき、受験に向けた心構えや面接に向けた準備などサポートしていただいた結果

が奏功したのではないか。 
 

次号では、3年進路決定状況（進学編）を紹介いたします。次号をお待ちください。 



 

 

第 4号 令和 2年 12月 25日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 2019 年に初めて感染者が報告された新型コロナウイルス感染症は、2020 年に入って

猛威を振るい、12 月 22 日現在で感染者は 29,175 人、累計感染者数は 203,776 名に

ものぼっています（データ提供：JX通信社/FASTALERT）。 

本校でも、4 月の臨時休業をはじめ、遠足の中止、体育祭 

の実施日変更、一高祭のオルテンシア開催など、学校行事は 

例年と比べて大きく様変わりしました。23 日に実施された 

2 学期終業式では、3学年が体育館で間隔をあけて整列し、 

1・2学年はＺｏｏｍを用いて教室にいながら式に参加する 

など、新しい取り組みがなされました。 

その時節に合わせて、私たちの取り組み方も様々に変わっていきます。生徒の皆さんも 

体調管理に十分気を付け、日頃からマスク着用や手指消毒など感染症対策に十分気を配り

ましょう。保護者の皆様も、ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

【表 1】  1 年 2 年   

  就職 35 名 25.9％ 31 名 23.7％   

  公務員 13 名 9.6％ 9 名 6.9％   

  専門学校 47 名 34.8％ 48 名 36.6％   

  短大 11 名 8.1％ 4 名 3.1％   

  大学 26 名 19.3％ 35 名 26.7％   

  未定 3 名 2.2％ 4 名 3.1％   

（令和 2年 12 月 3 日付進路指導部調べ） 

 

 第 2 回進路希望調査は、1・2 学年を対象にして 11 月 1 日から 11 月 30 日までの期

間を活用して実施されました。保護者の皆様におかれましては、調査にご協力いただきま

してありがとうございました。次ページから、今回の調査についての報告をいたします。 

 



○全体では大きな差異が見られずもコースによる差が顕著に 

 集計表に見られた通り、1学年と2学年の集計の分布に大きな差は見られませんでした。

あえて指摘すれば、短大希望者は 1 学年が多く、2 学年が少ないこと、また、大学希望者

は 1 学年が少なく、2 学年が多いことになりますが、いずれも 10 人未満の差に留まって

いることから、学年間で大きな差はないものと判断できます。 

 一方で、コースで細分化して見てみますと、学年に差があります。表 2 を見てください。 
 

【表 2】  1 年情報ビジネスコース 2 年情報ビジネスコース   

  就職 31 名 42.5％ 28 名 37.8％  

  公務員 9 名 12.3％ 4 名 5.4％  

  専門学校 25 名 34.2％ 31 名 41.9％  

   1 年進学コース 2 年進学コース   

  短大 8 名 14.3％ 2 名 4.0％  

  大学 17 名 30.4％ 23 名 46.0％ ←15％以上の開き有 
 

 表 2 は、情報ビジネスコースと進学コースに区分して、集計の一部を抜粋したものです。

情報ビジネスコースでは、就職希望者と専門学校希望者の割合が逆転している他、1 学年で

公務員希望者の割合が多くなっていることも特徴の 1 つです。一方で、進学コースでは、

大学希望者が 1 年と 2 年で 15％以上も開きがあったことが特筆できます。特別進学コー

スでは、大学希望者が 100％となり、全員が大学進学を希望しています。 

 

○第 1回調査（5月）から第 2回調査（11月）にかけて未定者が大幅に減少 

 第 1 回進路希望調査は 5 月に実施しました。その時点から比較してみると、1 学年では、

就職希望者が 17.8％→25.9％へ、専門学校が 28.9％→34.8％へと増加傾向を示しまし

た。これには、未定者が 17.0％→2.2％へと大きく減少したことが関係しているようです。

一方、2 学年では、専門学校希望者が 27.5％→36.6％へと増加傾向を示した以外、残り

の進路での増減はほぼ見られませんでした。未定者が 13.0％→3.1％へと減少しましたが、

その大半が専門学校を希望したものと推測されます。 

 

○昨年度同回との比較では 1学年の未定者が大幅に減少している点が特徴 

 令和元年度第 2 回進路希望調査では、1 学年未定者が 21 名（15.6％）だったものが、

今年度の調査では、3 名（2.2％）へと大きく数を減らしていることが特筆できます。早期

から進路目標を立てることができた生徒が多数いるものと分析でき、自分の希望進路と向

き合って早くから準備したい意向が反映されていると推定されます。2 学年では、昨年度と

今年度で数％の増減が見られた以外、特に大きく傾向が変わった点はありませんでした。 

 

 全体を通して、就職・公務員希望が約 3割、専門学校希望が 3割強、短大・大学希望が約 3割と

例年の傾向を示しましたが、希望進路未定者が大幅に少なかった点が今年度の特徴となりました。 



 

 

第 3号 令和 2年 8月 24日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 8 月 17 日、2 学期始業式が行われ、3 年生にとっては勝負の 2 学期がスタートしまし

た。新型コロナウイルス感染症を考慮して、体育館ではなく、各教室で放送による 2 学期

始業式となりましたが、生徒の皆さんは厳粛に式辞など聞き入っていました。 

 2 学期は、8 月 17 日から 12 月 23 日までです。3 年生は、9 月より専門学校などの

AO 入試・推薦入試が始まり、一番早い生徒で 9月 

18 日に推薦入試があります。10 月からは就職試験 

も始まり、3 年生にとっては忙しい時期が続きます。 

1・2 年生の皆さんもオープンキャンパスや模擬試験 

など、精力的に取り組んでください。 

 

 

 

 

 

 

 8 月 21 日現在で、オープンキャンパスは 84 名（前年度比 146 名の減）、会社見学会

は 15 名（前年度比 20名の減）の参加となりました。ただし、オンラインでの会社見学や

オープンキャンパスに参加した生徒がいますので、最終的には参加者数は微増します。 

 コロナ禍の影響で、現地に赴いての見学が難しい中、各学校、各企業では様々な対策や

工夫を凝らして、見学会を実施していただいたようです。参加した生徒の皆さんは、それ

らの経験で得たこと、学んだことを報告書にまとめて、明確に記録に残すことを忘れずに 

行いましょう。参加報告書は 8月 28日までに 

提出できるようによろしくお願いします。また、 

生徒の見学会参加にあたり自家用車での送迎や 

宿泊の手配など、保護者の皆様には、様々なご 

協力を賜りましたこと、この場をお借りして厚 

くお礼申し上げます。ありがとうございました。 

後は、報告書の提出をもって、オープンキャン 

パスや会社見学の体験に一区切りをつけたく思 

いますので、よろしくご協力ください。 



  

 

 

最近の進学・就職の受験では、「ポートフォリオ」という言葉を耳にする機会が増えまし

た。この「ポートフォリオ」とは一体どんなものなのでしょうか。 

 

 

 

 

 

このように、生徒の皆さんが高校生活で学習したこと、体験したことを何らかの形で記

録に残すことが「ポートフォリオ」の基本的な考え方に 

なります。本校では、学期ごとに「目標と反省」を入力 

する Classiアンケートを全校生徒に配信しています。 

生徒の皆さんは、忘れずに記録を貯めていきましょう。 

この記録は、皆さんが受験する際に、就職であれば履歴 

書の記入内容への活用、進学であれば、活動報告書や志 

望理由書などの記入内容への活用ができます。さらに、 

担任の先生も、その記録を確認しながら調査書や推薦書 

の作成に役立たせることも可能です。高校生活の内容を 

まとめておく意味でも丁寧に記録していきましょう！ 

 1 学期の記録は既に入力できたでしょうか。内容がよくまとまっているものについては、 

今後、この進路指導部だよりで紹介していきます。（事前に掲載が可能かどうかを生徒本人

に確認をとりますのでご安心ください） 

 

 保護者の皆様の中には、新聞やテレビ等で「JAPAN-e-Portfolio 運営許可取り消し」に

関する報道をご覧になった方がいらっしゃるかと思います。文部科学省のホームページに

も掲載されているとおり、令和 2年 8 月 7日付をもって、一般社団法人教育情報管理機構

による JAPAN-e-Portfolio の運営許可が取り消され、JAPAN-e-Portfolio の運用は停

止される運びとなりました。これに伴い、現 3年生が受験する入試に、JAPAN-e-Portfolio

の内容を活用することはできなくなりました。 

 本校では、2・3年生へ JAPAN-e-Portfolio の登録を行っていましたが、運用停止に伴

い、JAPAN-e-Portfolio への入力も終了することとしました。なお、運用停止に際して、

入試で不利益を被ることはございませんので、ご安心ください。ただし、「ポートフォリオ」

の考え方は大切なものですから、Classi を通じて、必要最低限の高校生活の記録はまとめ

ていく方針ですので、保護者の皆様にもご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

ポートフォリオとは･･････ 

学習の過程や成果などの記録を、計画的にファイル等にためておくことを指す 

成果物としては作文や作品、写真等で、紙媒体だけでなく電子データの形もあり得る 

※ベネッセ教育情報サイトより 

 

 



 

 

第 2 号 令和 2 年 8 月 3 日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、当初の予定より1週間ほど短くなった夏休み。 

期間が狭まったのであれば、狭まったなりに計画を立て直し、充実した夏休みを過ごしま

しょう。そのためには、起床時刻や就寝時刻など、 

基本的な生活リズムを崩さないようにすることが 

大切です。生活リズムを保つことは、体調管理に 

もつながります。特に 3 年生は、来たるべき受験 

に向けて万全の状態を作っていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 夏休みになり、学校や企業への見学を心待ちにしている生徒の皆さんも多いことでしょ

う。特に、2・3 年生にとっては、受験に向けての相談や、企業での仕事内容を把握するこ

とはとても重要になってきます。 

 しかし、現在は新型コロナウイルスへの対策が必要です。参加にあたっては、次の点に

気をつけていただきますよう、ご協力を宜しくお願いします。 

 

『オープンキャンパス参加にあたっての注意事項』 

 ① マスク等の着用を心掛けてください。 

 ② 不特定多数の人と共用する箇所に触れた場合は、すぐに手洗い・アルコール消毒 

   をしてください。 

 ③ 換気の不十分な場所での長時間の滞在を避けてください。 

 ④ 食事等でマスクを外すときは、3 密にならない場所（ホテルの自室等）などでの 

   工夫を講じてください。 

『オープンキャンパス終了後』 

 ① 毎日の検温など、健康観察を徹底してください。 

 ② 体調不良で気にかかる症状があれば、保健所に相談して指示を仰いでください。 

 



 今年度のオープンキャンパスへの参加者数は、下表に示した通り、72 名に留まりました。これは、

昨年度より 158 名の減となりましたが、オンラインでのオープンキャンパスを企画している学校も

あるため、参加者の総数としてはもう少し回復するのではないかと推定されます。今年度は、特に関

東圏の学校への参加者が大幅減となりましたが、関東圏の学校ほど Zoom アプリなどを活用したオー

プンキャンパス・個別相談会を企画していますから、ホームページなどを積極的に調べてみましょう！  

また、就職における会社見学では、今年度は 7 月 31 日現在で 2 名の参加者に留まっています。コ

ロナ禍の中、会社見学そのものを断念する企業もありますし、また、リモート形式での参加を模索す

る企業もあるようです。就職は、受験スケジュール自体が例年より 1 か月遅れていますから、この期

間を利用して正しく情報を収集できるようにしましょう！ 

 

『オープンキャンパス参加状況』         『会社見学会参加状況』 

 昨年度 今年度   昨年度 今年度 

参加者総数 230 名 72 名  参加者総数 35 名 2 名 

（内県外参加者数） 
73 名 14 名  （内県外参加者数） 15 名 0 名 

(31.7％) (19.4％)     

昨年度集計：令和元年 7 月 25 日～8 月 25 日 今年度集計：令和 2 年 7 月 23 日～8 月 22 日 

ただし、今年度の会社見学は 7 月 31 日現在の数である（会社見学は随時参加のため、見学者数は今後増加していく） 

 

 

 

≪1・2 年≫ 

 6 月 12日（金）第 1回 1 学年進路ガイダンス 

         ライセンスアカデミー社主催のもと、グループワーク、講演を実施しました。 

 6 月 16日（月）第 1回 2 学年進路ガイダンス 

         就職希望者と進学希望者に分けて、就職は五所川原公共職業安定所、進学はベネッセ 

          コーポレーションに依頼して進路設計をテーマに講演しました。 
 

≪3 年≫       5 月 11 日（月）第 1 回 3 学年就職希望者受験ガイダンス 

            7 月 19 日（木）総合型選抜入試受験ガイダンス 

            7 月 15 日（水）学校推薦型選抜入試受験ガイダンス 

            7 月 21 日（火）第 2回 3 学年就職希望者受験ガイダンス 

            7 月 21 日（火）自衛隊受験希望者願書記入指導 

             ※7 月 21 日は、五所川原公共職業安定所学卒担当者・自衛隊青森地方 

協力本部五所川原地域事務所広報官にご来校いただきました。 

             3 年生は、どのガイダンスも、受験スケジュールについて 

            紹介しました。新型コロナウイルスによる影響も考慮して 

            早めの準備を心掛けることを伝達しました。 



 

 

第 1 号 令和 2 年 7 月 22 日発行  文責：進路指導主事 柏崎健太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の罹患者拡大に伴い、首都圏では、学校の授業もままならず、

大学などでは、オンラインで授業を行ったりするなど、例年とは異なる授業展開がなされ

ています。その中で、今年度の就職試験や公務員試験、大学などの受験はどのように変化

したのでしょうか。本校で把握できている内容をお伝えします。 

 

① 就職試験日程 

7 月 1 日以降 高卒者用求人票閲覧開始日 

 ・高校に送付された紙媒体の求人票は、自由に閲覧可能です。 

 ・web 上で公開されている求人票も閲覧可能ですが、閲覧には ID 

 とパスワードが必要なので、担任の先生に確認してください。 

9 月上旬 本校での就職書類完成日 

 ・8 月中旬までに就職応募先を決定できた生徒はこの日までの完成 

 を目指します。 

 ・未定の生徒は、遅くとも 9 月中旬までに完成を目指します。 

10 月 5 日以降 就職応募書類発送 

 ・書類発送には切手代が必要です。代金は後程回収します。 

10 月 16 日以降 就職試験開始 

 ・試験日が決定したら、学校へ速やかに受験届を提出します。 

 ・内定をもらえたら、内定先にお礼状を出します。 

 ・不採用の通知が来た場合、速やかに次の応募先を決めます。 

              

 

【発行にあたって】 

 学校から進路に関する情報を提供してほしい、進路に関する知識がないので不安だ

などのお声が上がっておりましたので、今年度より学期に 1度のペースで進路指導部

だよりを発行していきます。 

 最新の進路動向や、本校の進路決定状況など、可能な限りで保護者の皆さんや生徒

の皆さんに情報を提供していきます。どうぞよろしくお願いします。 



② 公務員試験日程 

 これらの日程は、公務員試験総合ガイド（https://90r.jp/）などからの抜粋です。 

 延期になっている試験などもありますから、細かな情報は必ずチェックしてください。 

9 月 6 日 国家公務員一般職（高卒者）1 次試験日 

 ※申込受付期間は 6 月 22 日から 7 月 1 日まで（受付終了済） 

9 月 18～20日 自衛隊一般曹候補生 1 次試験日 

9 月下旬 自衛隊自衛官候補生 1 次試験日 

9 月 27 日 地方公務員初級（高校卒業程度）1次試験日 

 ※申込受付期間は 7 月上旬から 8 月下旬まで 

10 月中旬以降 国家公務員一般職・地方公務員初級 2 次試験日 

 自衛隊一般曹候補生・自衛官候補生 2 次試験日 

 

③ 大学・短大・専門学校 受験日程 

 新型コロナウイルス感染症によっては日程変更もありますからご注意ください。 

7 月 1 日以降 専門学校 AO 入試エントリー面談 

 ・エントリー面談後に本出願となる学校が大半です。受験の仕方や日程などを必ず確認してください。 

9 月 1 日以降 専門学校 AO 入試・推薦入試 出願時期 

 ・学校によって日程がバラバラです。日程はよく確認してください。 

9 月上旬 （本校主催）大学入学共通テスト出願ガイダンス 

 ・共通テストの願書記入指導等あるため、受験者は必ず出席を。 

9 月 15 日以降 大学・短大総合型選抜入試 願書受付 

 ・専門学校などでは、8 月からの受付もありますからご注意を。 

10 月 1 日以降 大学・短大総合型選抜入試 試験日 

 専門学校 AO 入試等 本出願 

11 月 1 日以降 大学・短大総合型選抜入試 合格発表 

 大学・短大学校推薦型選抜入試 願書受付 

11 月中旬 大学・短大学校推薦型選抜入試 試験日 

12 月 1 日以降 大学・短大学校推薦型選抜入試 合格発表 

1 月 16 日・17 日 大学入学共通テスト第 1 日程 

1 月 30 日・31 日 大学入学共通テスト第 2 日程 

2 月 1 日以降 私立大学・短大 一般選抜試験日 

2 月 13 日・14 日 大学入学共通テスト特例追試験日 

2 月 25 日 国公立大学前期日程試験 

3 月 8 日以降 公立大学中期日程 

3 月 12 日以降 国公立大学後期日程試験 

 ※専門学校の一般入試は、9 月 1 日以降随時実施されるため、日程確認を必ずしてください。 
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